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会
報
荒
井
山 

７
月
５
日
今
年
度
第
２
回
目
の
役
員
班
長

会
議
が
荒
井
山
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
報
告
で
は
新
た
に
荒
井
山
緑
地

内
に
自
主
防
災
資
材
保
管
庫
の
増
設
の
報

告
が
あ
り
、
水
５
０
０
㏄
４
８
０
本
・
リ

ッ
ツ
ク
ラ
ッ
カ
ー100

食
・
ア
ル
フ
ァ
ー
米

1
00

食
が
備
蓄
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

実
施
運
営
に
つ
い
て
林
防
犯
部
長
よ
り
組

織
フ
ロ
ー
で
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
つ
い
て
は
７
月

２
５
日
〜
８
月
７
日
の
２
週
間
の
期
間
で

実
施
す
る
事
、
皆
勤
賞
を
設
け
る
事
が
提

案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
七
夕
祭
り

に
つ
い
て
は
実
施
内
容
の
説
明
が
有
り
、

今
回
か
ら
新
た
に
盆
踊
り
の
お
囃
子
と
し

て
太
鼓
実
演
が
加
わ
る
事
と
な
り
、
３
名

の
方
（
太
鼓
実
行
委
員
長
三
上
氏
十
二

班
）
が
決
ま
り
、
そ
の
他
最
終
決
定
は
７

月
２
６
日
午
後
１
時
〜
実
行
委
員
会
で
決

め
る
事
と
し
ま
し
た
。
又
新
た
に
組
織
の

変
更
提
案
も
あ
り
社
会
福
祉
部
が
新
設
さ

れ
、
新
部
長
に
鶴
羽
副
会
長
を
兼
任
担
当

部
長
と
し
、
推
進
委
員
に
１
１
班
の
元
民

生
委
員
の
金
子
葉
子
氏
を
起
用
す
る
こ
と

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

広
報
部
発
行
第
２
回
役
員
班
長
会
議 

<

議
事
録
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版> 

平
成
２
７
年
７
月
５
日
・
会
場
荒
井
山
ハ

ウ
ス
１
０
時
〜[

会
長
報
告] 

○
３
つ
の
議
題 

○
自
主
防
災
資
機
材
設
置
保
管
庫 

水
・
５
０
０
㏄
４
８
０
本
他
非
常
食
２ 

 
 
 
 

百
食
を
備
蓄
（
荒
井
山
緑
地
内
） 

○
ラ
ジ
オ
体
操7

/

２
５
か
ら
８/

７
の
２
週

間
と
す
る
。
皆
勤
賞
も
復
活
。
模
範
演

技
に
つ
い
て
は
役
員
が
模
範
体
操
を
す

る
の
で
は
な
く
参
加
の
子
供
さ
ん
に 

演
技
を
し
て
も
ら
い 

、
実
演
者
に
は
文

具
セ
ッ
ト
な
ど
を
演
技
賞
と
し
て
渡

す
。
（
具
体
的
に
は
６
班
阿
保
リ
ー
ダ

ー
に
一
任
） 

○
七
夕
祭
り 

補
助
電
源
は
札
幌
振
興
公
社
か
ら
頂
き

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
以
外
は
無
料
配
布
と

す
る
。
盆
踊
り
は
太
鼓
の
お
囃
子
を
入

れ
る[

太
鼓
実
行
委
員
長
１
２
班
三
上

氏]

戸
井
実
行
委
員
長
の
も
と
７
月
２
６

日
１
３
時
か
ら
の
最
終
実
行
委
員
会
で

ス
タ
ッ
フ
等
の
最
終
詳
細
を
決
め
る
。

土
産
券
は
工
夫
を
す
る
。
焼
き
台
は
円

山
西
町
町
内
会
さ
ん
か
ら
ご
厚
意
で
半

ド
ラ
２
台
を
お
借
り
す
る
。 

○
社
会
福
祉
部
の
新
設 

 

戎
会
長
よ
り
主
旨
説
明
が
有
り
、
会
員

の
高
齢
化
に
伴
い
孤
立
し
防
止
す
る
た

め
の
見
守
り
を
中
心
と
し
た
、
社
旗
福

祉
部
を
新
設
し
た
い
、
近
隣
町
内
会
で

の
推
進
状
況
を
参
考
に
し
て
、
後
れ
を

取
ら
な
い
よ
う
、
秋
口
で
の
見
守
り
活

動
に
実
施
を
め
ざ
し
取
組
み
た
い
。 

新
社
会
福
祉
部
長
に
は
鶴
羽
副
会
長
、
社

会
福
祉
推
進
委
員
に
は
１
１
班
の
元
民

生
委
員
の
金
子
葉
子
氏
を
起
用
し
今
年

度
中
に
は
見
守
り
活
動
を
実
施
で
き
る

よ
う
中
央
区
保
健
福
祉
課
や
社
旗
福
祉

協
議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
進
め
た

い
。
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
可
決
。 

○
各
部
報
告 

○
女
性
部 

体
験
教
室
７
・
７
の
荒
井
山

ハ
ウ
ス
で
の
体
験
教
室
は
全
作
品
を
１

０
月
の
宮
の
森
中
学
で
の
文
化
作
品
展

に
出
品
予
定
。 

○
衛
生
部 

 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
買
い
替
え
が
予

想
を
は
る
か
に
上
回
り
今
日
現
在
１
０

個
の
買
い
替
え
が
有
り
、
予
算
を
す
で

に1
0

万
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
が
、

必
要
な
班
に
つ
い
て
は
（
既
に
予
定
数

を
超
え
て
い
る
班
を
除
い
て
）
申
し
出

て
頂
き
た
い
。 

○
そ
の
他 

 

七
夕
祭
り
の
子
供
さ
ん
に
対
す
る
お
土

産
引
換
券
に
つ
い
て
は
昨
年
や
っ
た
様
に

ひ
も
で
首
か
ら
下
げ
る
な
ど
の
工
夫
が
有

効
で
今
年
も
や
っ
た
方
が
よ
い
。
お
土
産

に
つ
い
て
も
、
絶
対
数
が
少
な
か
っ
た
気

が
す
る
の
で
今
年
は
数
量
を
増
や
す
方
が

よ
い
。 
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ホ
ー
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ペ
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ジ
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満
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資
源
回
収
実
績
６
月
度 

       

品名 数量 金額 

新聞 2530 10,120 

雑誌 340 680 

段ボール 1640 3,280 

布類 110 330 

アルミ缶 15    600 

鉄類   70  140 

６月計 4,723 15,462円 

mailto:メールtkebisu@live.jp
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コ
ラ
ム
荒
井
山 

京
都
で
甘
鯛
の
こ
と
を
ぐ
じ
と
い
う
。
身

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
パ
リ
ッ
と
う
ろ
こ
ご

と
焼
い
た
皮
を
せ
ん
べ
い
の
よ
う
な
感
覚

で
い
た
だ
く
と
香
ば
し
さ
が
口
に
ひ
ろ
が

る
。
同
時
に
ほ
う
じ
茶
を
一
口
、
き
り
っ

と
し
た
感
触
で
香
り
が
素
晴
ら
し
か
っ

た
。
帰
り
際
に
ど
こ
の
ほ
う
じ
茶
か
と
元

舞
子
の
お
か
み
に
聞
く
と
柳
桜
園
（
り
ゅ

う
お
う
え
ん
）
の
か
り
が
ね
ほ
う
じ
茶
だ

と
い
う
。
京
都
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
感
じ
、

店
を
出
た
。
「
ま
た
き
て
お
く
れ
や
す
」

背
中
で
お
か
み
の
声
が
響
い
た
。(

戎
記) 

 

 

 
 

    

○
お
悔
や
み
の
お
知
ら
せ 

 

６
月
二
十
九
日 

十
二
班 

 
 
 
 
 
 
 

松
平 

エ
イ
さ
ん 

＊
広
報
部
よ
り
お
願
い 

こ
の
会
報
を
個
配
ご
希
望
の
方
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
☎
か
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま

す
。
番
号
・
ア
ド
レ
ス
は
前
掲
の
と
お
り

で
す
。 

札幌聖心女子学院生徒さんとの恒例

のボランティア清掃 18 名参加 
奥三角山にかかる彩雲 6/7 


